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札幌市文化芸術基本計画素案に対する提言

はじめに

　　私たち芸術・文化フォーラム(ACF)は、市民主導による創造性豊かな芸術・文化のあふれるまち札幌をめざして、市民・文化芸術関係者・学術関係者で2007年春に立ち上げました。
　この度の「札幌市文化芸術基本計画・素案」-花ひらく創造都市へ-(以下、素案という)は、私たちがめざす「創造都市さっぽろ」を実現する文化芸術分野の取り組みとして、大きな期待をしています。
　今回の素案が、平成9年に策定された「アンビシャス札幌21」の成果をベースに、新たな事業を盛り込んでいます。しかし、その多くが「検討」という表現で終始しています。素案が、今後5年間の文化芸術施策として機能するためには、推進の柱と具体策が求められています。
　文化芸術は、市民の生活を豊かにします。文化芸術が持つ創造性は、「価値を創りだす力」です。私たちは文化芸術が、観光や経済、教育や福祉と結びつき、まちづくりと繋がることによって、新たな都市の発展になると考えています。
　そうした立場から、以下の点について提言を行います。

１，文化芸術行政の課題
　札幌における文化芸術の担い手は、広い意味での市民(創る側の市民、鑑る側の市民、支える側の市民)です。それぞれの市民が、自由で創造的な活動を展開できる環境を整えるのが行政の役割だと思います。中でも、創り手であるプロのアーティストが、札幌で活動できる環境を整えることが急務の課題だと思います。ぜひ、素案の柱にすえて具体的な施策展開を願うものです。
２，文化芸術を育む支援策
　文化芸術に対する具体的振興策が第4章で展開され、4つの基本目標が示されています。その中で、第1のテーマに「札幌の文化芸術を育てる」となっていますが、先に触れたように文化芸術の担い手は市民です。創り手であるアーティストと市民が協働し、行政や民間が支援する、結果としてまちに文化芸術が「育つ」という関係だと考えます。そうした立場からすると「札幌の文化芸術を育む」が適切かと考えます。

また、行政の支援のあり方には、大きく3つの要素があると思います。
1. 資金・助成による支援

2. 場や施設による支援

3. 制度やソフト面での支援

それぞれ4つの目標の中で具体策が示されているが、支援のあり方について提言したい。
(1) 助成制度のあり方の検討

助成制度のあり方について検討することにしていますが、その際、文化芸術活動団体だけでなく、アーティスト個人の活動についても、対象に加えるべきだと考えます。そのためには、公益性を判断する基準が必要と思いますが、第三者機関を設置し客観性を担保することが可能と考えます。
(2) あけぼのアート&コミュニティセンター整備事業

上記施設については、本年秋のオープンが予定されていますが、文化芸術振興の立場からどういう機能を持たせるのか。また運営についてアーティスト側の意見が反映される仕組みが必要と考えます。
(3) 多様なジャンルに対する支援

全体を通して、演劇、映像、ダンス、バレエなどパフォーマンス系に関する支援策が少ないといえます。関係者と協議し、具体策的取り組みが求められています。
(4) 道庁との連携
他市町村との連携は触れられていますが、北海道庁との連携が掲げられていません。市内には道庁所管の施設もあり、他市町村と連携を図る上でも欠かせない要件だといえます。

３，アートセンターへの期待

　今回新たにアートセンターの設置に向けた検討が盛り込まれました。私たちは、文化芸術活動の拠点として、早期の設置を望みます。アートセンターの検討に当たって、いろいろな機能が位置づけられていますが、重要なのは文化芸術の創造が市民に見える機能を持つことです。そこで、いろんなジャンルのアーティストと市民との交流の場となれば、文化芸術の広がりが生まれると考えます。

また、アートセンターの設置場所としては、札幌資料館が最適と考えます。札幌の中心である大通公園を挟んで、市民ホール、市民交流複合施設が予定されている創成1・1・1区と教育文化会館や厚生年金会館、道立近代美術館に繋がる西の文化ゾーンの拠点施設になると思います。

４，札幌の文化芸術を世界に発信する

　21世紀は「都市の時代」といわれています。情報通信の発達によって、直接地域から世界に向けた情報発信が可能になっています。札幌は、PMFやシティジャズなど国際的なイベントが実施されています。
そうした情報と併せて、札幌の文化芸術を発信するプラットホームが必要と考えます。

また、国際芸術展の開催が検討されています。日常的な国際交流の取り組みがあって、初めて国際芸術展につながっていきます。行政として、文化芸術団体・個人への積極的な支援を願うものです。
